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技術概要

受託番号ＮＩＴＥ Ｐ－０２２５７として寄託されている、ピキア．メ
ンブレニファシエンス ＫＳ４７－１株は、高濃度の発酵阻害物質を含
む糖化液においても増殖能を有し、エタノールを生産できることがわか
りました。

セルロース系バイオマス由来の糖化液
に含まれる発酵阻害物質の影響を受け
にくく、有用物質の発酵生産に利用可
能な微生物を提供することを目的とし
ています。

発明の目的

ピキア．メンブレニファシエンス ＫＳ
４７－１株を用いると、高濃度の酢酸
を含む糖化液において高い増殖能を有
すること、酢酸以外の発酵阻害物質で
あるフルフラール、ギ酸、バニリン、
ヒドロキシメチルフルフラールに対し
て増殖能を有し、耐性を示すことが確
認されました。そのため、高濃度の発
酵阻害物質を含む糖化液であってもエ
タノール生産が可能であることがわか
りました。

効果

図面

工業所有権情報・研修館のサイトに移動します

https://www.nuc-hokkaido.ac.jp/iic/iic-contact/
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1801/PU/JP-2016-239366/10/ja

